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開
会
に
先
立
っ
て
あ
い
さ

つ
し
た
ト
ッ
パ
ン
フ
ォ
ー
ム

ズ
の
森
茂
孝
常
務
取
締
役
営

業
統
括
本
部
長
は
、
Ｕ
Ｃ
Ｄ

Ａ
ア
ワ
ー
ド
が
発
展
・
充
実

し
て
き
た
要
因
と
し
て
、
①

参
加
企
業
や
業
務
内
容
が
拡

大
し
て
い
る
②
生
活
者
視
点

の
導
入
で
、
よ
り
客
観
的
な

評
価
方
法
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
る
③
ア
ワ
ー
ド
が
企
業

価
値
向
上
に
活
用
さ
れ
て
い

る
―
こ
と
を
強
調
。
「
情
報

の
発
信
者
で
あ
る
企
業
と
受

け
手
で
あ
る
生
活
者
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性

化
に
有
効
と
い
う
意
識
が
広

が
っ
て
き
た
」
と
述
べ
た
。

　
ア
ワ
ー
ド
は
今
年
で
３
回

目
と
な
る
が
、
第
１
回
の
参

加
企
業
は
21
社
だ
っ
た
の
に

対
し
て
、
今
年
は
生
保
、
損

保
、
投
資
信
託
な
ど
53
社
に

増
加
し
た
。
講
演
し
た
Ｕ
Ｃ

Ｄ
Ａ
の
八
杉
淳

一
副
理
事
長
は

「
社
会
や
企
業

は
よ
り
客
観
性

を
求
め
て
い
る
。
特
に
企
業

に
と
っ
て
は
、
い
か
に
客
観

的
な
外
部
評
価
を
受
け
る
か

と
い
う
点
で
大
き
な
価
値
が

あ
る
」
と
述
べ
、
Ｕ
Ｃ
Ｄ
Ａ

の
活
動
の
意
義
を
強
調
し

た
。

　
こ
の
後
、
「
ア
ワ
ー
ド
か

ら
得
ら
れ
た
知
見
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
が
行
わ
れ
、
東
京

電
機
大
学
の
矢
口
博
之
准
教

授
が
主
に
生
保
・
損
保
両
業

界
の
事
例
を
中
心
に
解
説
し

た
。
生
保
で
は
医
療
保
険
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
取
り
上

げ
、
医
療
保
険
商
品
は
多
様

で
記
載
情
報
も
多
く
な
り
が

ち
だ
と
し
て
、
読
み
や
す
さ

の
向
上
や
親
し
み
や
す
さ
の

醸
成
、
分
か
り
や
す
さ
の
重

要
性
を
示
唆
。
「
シ
ン
プ
ル

な
商
品
構
成
の
方
が
有
利

で
、
消
費
者
が
必
要
な
情
報

に
た
ど
り
着
く
工
夫
が
大
切

だ
」
と
指
摘
し
た
。
一
方
、

損
保
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、

各
社
と
も
商
品
性
の
違
い
は

少
な
い
こ
と
か
ら
、
記
載
順

序
と
表
現
方
法
に
よ
る
差
別

化
が
重
要
だ
と
し
、
「
商
品

内
容
と
保
険
に
関
す
る
共
通

知
識
の
情
報
を
分
冊
化
し
た

り
、
ユ
ー
ザ
ー
が
求
め
る
情

報
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め

る
工
夫
が
必
要
だ
」
と
の
考

え
を
示
し
た
。
そ
の
上
で
、

生
保
・
損
保
共
通
の
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
「
紙
と
ウ
ェ
ブ
の

連
携
、
情
報
の
優
先
度
の
明

確
化
、
情
報
量
を
抑
え
る
こ

と
な
ど
が
課
題
に
な
る
」
と

解
説
し
た
。

　
ま
た
、
Ｕ
Ｃ
Ｄ
Ａ
評
価
員

の
指
澤
竜
也
氏
が
生
活
者
の

視
点
に
立
っ
た
組
織
「
ア
ナ

ザ
ー
ボ
イ
ス
」
に
つ
い
て
、

そ
の
評
価
手
法
な
ど
に
つ
い

て
紹
介
。
生
活
者
の
要
望
と

し
て
、
「
読
め
な
い
デ
ザ
イ

ン
は
や
め
て
ほ
し
い
」
「
必

要
な
情
報
を
見
つ
け
や
す
く

し
て
ほ
し
い
」
「
何
が
重
要

か
が
分
か
り
に
く
い
」
と
い

っ
た
点
を
挙
げ
、
商
品
説
明

に
つ
い
て
の
サ
イ
ズ
や
情
報

量
を
適
正
化
す
る
こ
と
、
レ

イ
ア
ウ
ト
や
説
明
の
流
れ
を

よ
く
す
る
こ
と
、
伝
え
る
内

容
に
つ
い
て
優
先
度
を
明
確

に
す
る
こ
と
な
ど
の
改
善
方

法
を
提
示
し
た
。

　
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
八

杉
氏
は
、
ユ
ー
ザ
ー
が
負
担

に
感
じ
る
部
分
と
し
て
、
①

同
じ
よ
う
な
説
明
が
各
社
で

ば
ら
つ
き
が
あ
る
②
必
要
な

情
報
が
見
付
け
に
く
い
③
情

報
の
提
示
順
が
各
社
で
異
な

る
④
法
律
や
注
意
情
報
の
表

現
が
難
し
い
―
と
い
っ
た
点

を
指
摘
。
生
保
・
損
保
各
社

の
改
善
策
と
し
て
、
業
界
レ

ベ
ル
の
協
調
に
よ
り
法
定
表

示
の
共
通
化
や
標
準
化
を
図

る
べ
き
だ
と
提
言
し
た
。

　
最
後
に
ま
と

め
と
し
て
同
社

営
業
統
括
本
部

管
理
本
部
長
の

尾
崎
修
史
氏
が
「
企
業
の
ビ

ジ
ネ
ス
環
境
の
大
き
な
変
化

に
伴
い
、
要
望
も
シ
ス
テ
ム

重
視
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
重
視
に
変
化
し
て
き
て

い
る
」
と
指
摘
す
る
と
と
も

に
、
「
今
後
に
向
け
て
Ｕ
Ｃ

Ｄ
Ａ
と
共
に
課
題
解
決
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
述

べ
、
閉
会
し
た
。

　
一
般
社
団
法
人
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン 

デ
ザ
イ
ン
協
会
（
福
田
泰
弘
理
事
長
、
以
下
Ｕ
Ｃ

Ｄ
Ａ
）
は
こ
の
ほ
ど
、
東
京
都
港
区
東
新
橋
の
ト
ッ
パ

ン
フ
ォ
ー
ム
ズ
本
社
で
「
Ｕ
Ｃ
Ｄ
Ａ
ア
ワ
ー
ド
２
０
１

２
評
価
結
果
分
析
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
た
。
当
日
は

生
保
、
損
保
、
銀
行
、
カ
ー
ド
会
社
、
証
券
（
投
資
信

託
）
な
ど
か
ら
１
２
４
人
が
参
加
し
た
。

Ｕ
Ｃ
Ｄ
Ａ
ア
ワ
ー
ド
２
０
１
２

評
価
結
果
分
析
セ
ミ
ナ
ー
開
く

ＵＣＤＡ

生
活
者
視
点
の
商
品
説
明
が
課
題
に

森常務取締役
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